これでも保健所長か！｢フッ素は毒ではない｣とデマ
　「フッ素は毒というデマ」という投書が上毛新聞（群馬県、06.12.16）に掲載されました。投稿者はなんと群馬県富岡保健所長服部知己医監。投稿の直接動機は、12月初旬、フッ素応用に批判的な講演が村上徹医学博士（前橋市：歯科医師）により行われたことへの反論のつもりです。服部氏は「フッ素は毒だというようなデマを流す一部歯科医師」がいる、学校関係者は「科学的根拠のないデマに惑わされず、自信を持ってフッ素配合歯磨きの使用を子供たちに呼びかけてほしい」と述べていますが、科学的根拠のない主張をしているのは、服部氏自身です。フッ素は鉛より毒性が強いことは医学者であれば一般常識。フッ素応用に賛否両論があることも公知の事実です。フッ素のリスクを「デマ」とする主張は、医監に値しないばかりか推進側に一方的に組する（医監＝イカン）人物と指弾される必要があります。
上毛新聞　2006.12.16

さらに減って 1.71 本　12歳児むし歯：文科省調査

文部科学省は2006年12月、平成18年度学校保健統計調査（速報）を発表。中学１年（12歳児）の平均むし歯数は1.71本でした。昨年度は1.82本でしたから0.11本の減少です。10年前に比べて半分以下になっています。
